
平成 30 年度 中部圏域障がい者地域自立支援協議会 第１回運営会議録 

 

              日時 平成 30 年 4 月 17 日（火）13：30～15：30 

                 場所 中部障がい者地域生活支援センター会議室 

 

参加者 8名   酒井（倉吉市）  但馬（北栄町） 佐々木（三朝町） 

丸本（琴浦町） 米増（湯梨浜町）  今西（はっぴい）   

事務局 河本（司会）・ 髙島（記録） 

１ 自己紹介 

人事異動に伴い、４月より三朝町健康福祉課から佐々木雅弘さんに運営委員として協力いただく。 

２ 報告事項 

○ 各市町協議会委員改選について 

倉吉市・北栄町・三朝町・琴浦町が委員改選。 

○ 湯梨浜町より 

3 月に委員改選を行った。中本会長が再任。 

○ 相談支援事業所連絡会より 

4 月 16 日（月）に今年度第 1 回目の相談支援事業所連絡会を行った。会長はサポートりんくすの

小林相談員、副会長はセンターくらよしの井出添相談員を選出した。 

30 年度の取組みとしては、以下に示す。 

①スクールソーシャルワーカーとの意見交換会 

 昨年度、1 回実施。継続して取り組みたい。 

 調整等は就業・生活支援センターに担当していただく。 

②保護司との意見交換会 

 昨年度、日程調整がつかず、中止となった。今年度は早めに調整等を行い、実施したい。  

③一人事業所などの支援 

 連絡会の中で、随時、ケース検討等を行う。  

④関係支援機関との連携強化 

昨年度、連絡会にお越しいただいた鳥取盲学校より、継続して情報交換の場を持ちたいとの依頼

があった。その他にも保護観察所、児童支援施設（皆成学園・中部療育園）などの関係支援機関

との意見交換を実施し、連携強化に取り組みたい。 

３ 協議事項 

（１）委員改選について 

障がい福祉サービス事業所については、下記の事業所に委員依頼したい。 

 ●施設入所支援事業所 → 羽合ひかり園 



 ●生活介護事業所 → 敬仁会館 

 ●就労継続支援Ａ型事業所 → あいおい 

●就労継続支援Ｂ型事業所 → 東伯けんこう 

（２）課題別部会の新規設置について 

   県協議会の動きに合わせて、以下の２つの部会の新規設置を検討したい。 

〇医療的ケアを要する障がい児者支援部会 

中部圏域に何人くらいの対象者がおられ、どのような支援機関との関わりがあるのか十分に把

握できていないのが現状。対象となる方の定義も不明確。まずは、知るところから始めたい。 

鳥取大学医学部附属病院の「小児在宅支援センター」の方に来ていただき、勉強会と併せて意

見交換会を実施してはどうかということになった。そこから今後の方針を決定したい。 

県協議会の部会は今年度中に始動する予定。委員として、酒井さんが選任されている。 

〇地域移行支援部会 

 時期は未定だが、県協議会で部会を設置予定。中部圏域の協議会では取り組めていないところ

でもあり、定期的な関係者会議の開催、部会の設置などを検討していきたい。 

 

４ その他 

○ 全日本ろうあ連盟 『手話マーク』『筆談マーク』について 

聴覚障がい当事者の方より、行政窓口など手話や筆談対応できると

ころに全日本ろうあ連盟の策定した『手話マーク』『筆談マーク』

を提示してほしいとの依頼があった。 

各市町、相談事業所等で対応をお願いしたい。 

※Webよりダウンロード可（申請不要、無料） 

○ 倉吉市センター連絡会より（酒井委員） 

障がい福祉サービス利用者が亡くなられた際、市町より計画相談事業所に一報いただきたいとの

こと。入所施設利用者の死亡を半年以上経過して知るケースもある。各市町で事業所の契約内容

報告書と終結モニタリング報告書をあわせて支給決定の取消しを行うようお願いしたい。 

 

次回の運営会議予定 ･･･（毎月第3 火曜日予定） 

日時：平成30 年 5 月 15 日（火） 13:30～15:30 

    場所：中部障がい者地域生活支援センター会議室 

《筆談マーク》 


